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…叢

変

通
税

の
長

短

・

・

…

傳
統
派
の
肚
・曾
連
帯
思
想

瀧
會
哲
學
脈
鍛
主
意
的
二
元
論
的
思
想

・

経
済
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経
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術

…

時

外
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我
国
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人

口
封
食
糧
問
題

●

.

食

料
品
市
場

問
題

習
異

料

金
輸
出
解
禁
問
題

…

雑

録

戦

争
と
道
徳

の
原
則

・

物
値
引
下
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と
抽
籤
無
品
堕

買
買

排

マ
ル
ク
ス
説

の
新
刊
書

一
二
に
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い
下

日
銀
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榑
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物
慣
引
下
策
と
抽
籖
無
品

附
費
買

小

川

郷

太

郎

一
、
我
國
目
下

の
物

償
高
き

に
過
ぎ

て
み

る
こ
ε

、

並

に
其

高

い
物
償
を
引

下
げ
ね
ば
な
ら

楓
こ

`
は
、

今

更
論
ず

る
迄
も
な

い
こ
ご
で
あ

る
。
・只
如

何

に
し
て
物

償
を
引

下
げ

る
か
ご

い
ふ
こ
ε
が
問
題

`
な

る
の
で

あ
.

る
。一

艦

、
物

倍
旧
ε

い

へ
ば

、
穐景
物

♂に
他
見
幣

ε
の
比
で
、あ

る
、
故

に
物
償
を
引
下
げ

ん
こ
せ
ば
、
貨
物

の
方

面
よ

{
り
す

る
策

ε
、
貨

幣
の
方

面
よ
り
す

る
策

ご
が
出

て
凍

る
。
貨
幣

の
方
面

よ
り
出

て
行

け
ば
、
通
貨

収
縮

ε

い

ふ
こ
ご
が
考

へ
ら

れ

る
、
從

っ
て
貸
付

の
制

限
ε
か
、

.

金

の
楡

出
解
禁

ご
か

い
ふ
や
う
な
問
題
も
出

て
来

る
。

貨

物
の
方
面

よ
り
す

れ
ば
、
需

要
を
減

す

る

こ
ご
、
並

に
供
給

を
豊

に
す

る

こ
ご
が
考

5
ら

れ
る
。

貨
物

の
需

・
要
を
減
す

る
は
、

網
嚢
節

約

に
依

る
の
外

な
↑
、
貨
物

.

の
供
給

を
豊

に
す

る
は

、
操
業

短
縮
等

の
所

謂

カ

ル
テ

ル
に
依

っ
て
生
産

を
制
限

し

て
み
る
の
を
解

く
ご
同
時

に
、
能

率
を
増
進

し
、
進

ん
で
は
鶴
業

挫

を
.低
廉

に
す

.

る

こ
ε
が
必
.要
で

め
る
。
政
府

も
物
借
引

下
策

に
熱

中

」
し
、
十
九

の
事
項
を
擧
げ

て
之
を
實
行

せ

ん
ε
し

つ

、

…
あ
る
や
う

で
あ
る
。
そ

れ
は
今
述

べ
た
や
う

の
帳
綴

に

立
論
し

て
み
る
の

で
あ
ら
う
が

、
之
を

一
々
吟
味

し
て

み
る
暇

が
な

い
o

私

は
今
弦

に
管
渠
費
を

低
廉

に
す

る

ご

い
ふ
見
地

に
立

っ
て
少

し
く
考
察

し
て
見

π
い
。

藪

に
管
渠

費
ε

い
ふ
は
、
狭
義

の
生
産

費

の
み
な
ぢ

.

す

、
貨
物

が
消
費

者

の
手

に
入

る
迄

の
問

に
於
け

る
費

…
用
を
総
括
す

る
。

此
見
地

に
立

っ
て
汚

へ
て
見

る
ε
、

●

.



`

勢
賃
を
引

下
ぐ

る
こ
ε
、
運
賃
を
引

下
ぐ

る
こ
ε
、
中

「

　
間
商
業
機
關
を
省
く
こ
ご
等

の
方
策
が
自
然
に
出
て
來

[

・
.
餐

・
引
下
ぐ
・
こ
議

、
早

の
鶴

蕩

三

相
容
れ
ぬ
か
ら
、
直

に
貴
行
出
来
ぬ
か
も
知
れ
諏
が
、

財
界
の
不
況
其
極
に
達
す
れ
ば
、
経
済

の
法
財
に
支
配
一　

せ
ら

れ
て
、
末
終

に
は
此
庭

に
到

着
す

る
で
あ
.ら
う

・し

　

思

は
れ
乃
。

政
府

の
物
償
引

下
策

も
勢
賃

の
引

下

に

は

…

及
ば
な
い
で
・
運
賃
の
引
ド
串

間
藥

爾

を
雀
色

ε

い
ふ
方

法

の
み

が
考

へ
ら
れ
て

る
る
様

で
あ

る
。

運

…

賃

の
引

下

に
就

て
は

、
政
府

は
自

ら
先

ん
じ

て
鐵

道

連

.

賃

を
引

下
げ

、
進

ん
で
は
汽
船
會

血

の
船
賃

を
引

下

ぐ

る

こ
ε
を
考

へ
て
む

る
。

こ
は
+系
よ
り
…畏
い
こ

ご
で

め

る
が
、
鐡

道
汽
船

以
外

の
運
賃

を
引

下
げ
ね
ば
徹
底

し

な

い
。
現

に
運
賃

ε

い

へ
ば

、
鐵

道
汽
船

の
運
賃

の
高

い
よ
り
も

、
荷

車
其
他

の
運
賃

が
高

い
の
に
苦

し
み

て

る
る
の
で
あ

る
。
中

間
商
業
機
關

を
省

く

こ
ε

に
就

て

は
、

公
設
市
場

を
奨
黝

し
、
中

央
公
設
市
場
迄

を
も

設

け

し

め
ん
ε
し
て
み

る
、
撚

設
市
場

の
設
櫨

は
、
原

内

閣

以
来
盛

に
奨
脇

し
来

た
も

の
な

る
が

、
其

・買
績
は

期

待

し
た
程
累

が

つ
て
み
な

い
、

そ
れ
ε

い
ふ
も
、
公

設

難

線

物
領
61
下
策
ε
抽
籖
激
昂
附
賞
買

市
場

を
設
置

し
監
督
す

る

の
局

に
當

る
者
が
、
措
置

宜

し
き
を
得

な

か

っ
た

の
に
困
る
ご
同

時

に
、
人
民

が
之

を
利
用

せ
ん

ε
す

る
の
熱
意

を
特

売
な

か

っ
た

に
因

る

の
で
あ

る
。

螢
業
喪

を
省
く

ε

い
ふ
見
地

に
立

っ
て
物

債
を
引

下

げ

ん
ご
せ
ば
、
運
賃

の
引

下

よ
b
も
、

公
設

市
場
を
設

け

る
よ
り
も

モ
ソ
ト
容

易

に
貴

行

せ
ら
れ

、

モ
ッ
ト

効
果

の
學

が
り
得

る
も

の
が
め

る
、
そ

れ
は
抽
籤
景

品

付
麗
質

吟
禁
止
で
あ

る
。
政
府

の
物
慣
引
下
策

の
中

に

は
之
を
逸

し
て
み
る
。

そ
こ
で
私

は
此

問
題

に
就

て
研

究

し
て
見

た

い
蓬
思

ふ
の
で
あ

る
。

二
、
抽
籤

景
品
付

萱
出

は
、
其
営
業
者

の
暫

業
費

を

嵩

む

る
こ
ε

に
な

る
。
特

集
費
が
嵩

ま
れ
ば
、
物

の
値

段

を
引

下
ぐ

る
こ
ε
が
出

水
な

い
。
是

が
故

に
抽
籤

的

.

見
風
品
付

萱
買

を
禁
ず

れ
ば
、

そ
れ
丈

け
籍
業
費

を
省

く

こ
ε
が
出
家

、
そ
れ
丈
け
物

の
便

を
引

き
下
ぐ

る

こ
ε

が
田
楽

る
筈

で
あ

る
。

問
題

を
了

解

し
易

い
や
う

に
す

る
が
矯

め
に
、
私
が

廣
告

に
依

っ
て
知
b
得

た

る

]
例

を
引

い
て
見

や
う
。

成

る
酒
造
家

が
、
酒
を
賞
出
す

に
、
抽
籤
景
品
付
獲

第
十
五
巻
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五
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薙

錐

物
慣
引
下
策
ε
抽
籤
景
品
附
費
買

費

を
し

て
み
る
。

獲

顧
函
数

獲
費

期
間

'

抽
籤
券
総
数

抽
籖

方
法

抽
籤

目
時

及

塀

五 四 参 煎 壼 及

等 等 等 等 等 場

景 所

其
條
、件

は
左

の
通

り
で
あ
る
。

畳

規

定

三
千
函
{編
翫
麟
塩
詰
叡
聡

{激
辛

一管

詔
而

一
千
五
百
本

(但

コ
い
ろ

は
」
別
四
組

に
分
ち
各
組
共

通
)
。

髄

盟

囎

上
。
方
。
翌

會
相
願
。
最
泰

明
。

十
二
月
上
旬
之
豫
定
(
新
宮
座
)

品

目

錬

金
参

罹

圓
(商
品
券
〕

金
五

拾

圓

(同

)

金
鉱

拾

五

圓

(同

)

金
五

圓

(同

)

金
滲

圓
(
同

〕

組
)

四

本

拾
試
木

蔦
拾
本

瓢
百
本

、

千
軍
百
六
十
四
本

計

(西

堂
千
五

百
本
(空
籤

ナ
シ
)

抽
籤
御
立
會

の
方
々
に
左
記
御
土
産
こ
し

て
即
席
幅
引
に
て
呈
上
伸
.候

六 五 四 参 践 萱
.計

等

ダ
イ
十
入
プ
ラ
チ
ナ
指
蹟

自
幟
単
文

ハ
穂
桐
重
箪
笥

男
持
純
金
鎖

袴
帯
用
端
賃
機

婦
人
用
純
金
勿
織
紐

旅
行
用
化
粧
具

五

百

本

壼

欄

弧

個

六

個

拾

個

拾

玉
個

四
[百
晶ハ
山1
⊥
ハ
個
四

第

†
五
巻

(第

五
號

=
二
六
)

七
八
○

「

比

例

に
依

り
て
見

れ
ば

、
二
函
を
買

ふ
者

あ
る
毎

に
、

一
軸仙
簸
塩分
一
枚
を
血
{
へ
、
⊥
ハ
粛
Ψ
ぜ
…貝
ふ
者
…あ
る
毎

に
、
晶抽

籤

立
會

券

一
枚
を
與

へ
る
。
抽

籤
は
劇
場

に
於
て
し
、

共

立
舎

人

に
は
観
劇

せ
し

め
、
且

つ
輻
引
景

品
を
配
付

す

る
の
で
あ

る
、
抽
籤
券

を
得

る
者
は
少
く

ご
も
二
面

を
買

は
ね
ば
な
ら

漁
。

二
面

こ
い

へ
ば

、
約

四
斗

に
當

る
、
普

通

の
消
聾

者

が

一
時

に
買

っ
て
澱
く

に
は

.
餓

り
多

量
過
ぎ

る
。
從

っ
て
之
を
買

ふ
者
…は
酒

の
小
質

商

ε
な
る

の
で
あ

る
。
呪

ん
や
山
ハ
圏

以
上
を
買

ふ
一着
に
於

.

て
を
や

で
あ

る
。

そ

こ
で
此
抽
籤

景
品
付
獲
費

は
小
質

商
を
眼
中
に

し
、
之
を
し

て
其
稜

費
の
品
物
を
賣

る

こ

ε
に
熱
中

せ
し
む

る
方
法

こ

い
つ
て
可

い
.
.

之
を

小
質
商

か
ら

い

へ
ば

、
庇
護
費

條
件
を
充

た
す

れ

ば
、
何

か
の
承
品
を
得

る
に
相
違

な

い
が
、

↓
等
を
得

る

か
、
五

六
等
を
得

る
か
分
か
ら

諏
。
從

っ
て
共

和
盆

を
見

込
み
.

そ
れ
丈

け
褒

賞
の
品
物

の
代
償

を
別

丁
ぐ

る
こ
ε
を
せ

阻
。
暴

れ
景

品
付
獲
質
方

法
が
小
費

相
場

を
引

下
ぐ

る
に
至
ら

鼠
所

以
で
み

る
。

所

で
、
之
を
獲
費
者
.よ
り
見

れ
ば
、
経
費

を
要
す

る

.
こ
ご
少
く
な

い
。
令
前

の
例

に
依

っ
て
酒

の
代
償
ご
景

昌

9



、

品

の
費

用

ε
を
計
算

し
比
較
す

る
に
、
酒

の

一
画

は

、

一
升
埋

証印
二
打
入
五
十

一
圓

、
大
愚

(
四
合

)四

打
入

四

十

一
一圓

、
中

壕
.(
二
合
)
八
打

入
四
十

五
圓
五
十

銭
、

小

塚

(
一
合

V十

八
打
入
五
十
五
圓

ε
し
て
賀

b
出

さ
れ

て

み
る

か
ら

、

↓
蘭
学
均
五
十
圓

ご
見

て

、
三
千
函

の
賓

上
高
は
十
五
萬
圓

ざ
な

る
。
而

し
て
第

一
景
品

の
総

額

ロ

は
七
千
九
十

二
圓

ε
な

る
が
、
副

且凧
品

の
代
償

は
幾

何

に
上

る
か
、
精
確

に
計
算
す

る
こ
ご
が
出
來

澱
。
副

景

品

に
加

へ
劇
場

を
借

り
切
.り

、
俳
優

に
劇

を
漬

せ
し

な

る
等

の
費
用

を
合
算

せ
ば
、
第

】
景

品
以
上

の
額

ε
な

る
か
ε
思
は
れ

る
。

さ
う
す

れ
ば
其
景

品

に
關
す

る
費

用

は
酒

の
費
上
高

の

一
割
以

上

に
達
す

る
も

の
ざ
見

て

も

差
支
.な

か
ら

う
。

此

の
景
品

に
閲
す

る
経
費

は
酒
造
家

の
瞥
業
費

ご
見

て
よ

い
、
酒
造

家
が
此

の
景
品

に
關
す

る
費

用

を
省

け

ば

、
少

一
`
も

一
割
位
、
酒

の
償
を
引

下
ぐ

る
こ
ご

が

田
楽

る
澤
で
あ

る
。

邑
、
抽
籤

景
品
付

讃
費
方

法
は
右

の

】
例

に
於
て

も

や

ヘ

ヘ

へ

う

み

で

ヘ

ヤ

マ

い

も

も

知

b
得

る
が
如

く
、
景

品
を

配
付
す

る
こ
だ
を

第

一
特

ヤ

ヘ

へ

を
　

り

や

ミ

ぬ

も

し

や

ヒ

た

も

へ

も

で

も

贋

・し
す

る
。
此
温
品
の
配
付
は
富
籤
的
分
子
を
帯
び
て

.

雑

練

物
慣
引
下
策
ミ
抽
籖
景
品
肘
壷
買

マ

も

み
る
。

勿
論
室
籔

な

し
ご

い
ふ

こ
`
に
し

て

め

る

か

ら

、
抽
籤

券
を
得

る
者
は

必
ず

何

か
の
景
品

を
得

る

ε

い
ふ

こ
ど
に
な
b
、
巧

に
形

の
上

か
ら
富
籤

で
な

い
様

に
装

は
れ
て
あ

る
が

、
小
費

商
が
此
景

品
付
獲

費
方
法

に
刺
戟

せ
ら

れ

る
の
は
、
其

一
響
景
品

な
り
二
等
景
品

な
b
を
得

ん
こ
す

る
が
爲

め
で
あ
る
。

其
心

理
作
用

は

勧
業
債
券
を
買

ふ
ε
同
じ

こ
ε
で
あ

る
、
勧

業
債
券

に

も
利
子

が
付

く

か
ら

、
割
増

の
籔

に
當

ら
な

い
で
も

、

全
然
失

は
れ

る
も
の

ご
は
云

へ
な

い
が
、
足

れ
亦

一
種

の
富
籤

の
性

質
を
帯

ぶ
る
も
の

ε
見

る
の
で
あ
る
。

そ

れ
故

に
鋤
業
銀
行

に
は
許

し
て
も
、
他

の
銀

行

に
は
許

し

て
み
な

い
の
で
あ

る
。
然

る
に
此
抽
籤
景

品
付
獲

責

は
多
少
形
を
異

に
す

る
け
れ
こ
も
、
射
倖
心

に
訴

ふ
る

に
至

っ
て
は
、
割
増

付
勧
業
債
券

ピ
實

を
同
う

し
て
る

る
。

さ
れ
ば
抽
籤
景

品
付
獲
賞
方
法

は
、
勧

業
銀
行

以

外

の
も

の
に
割
増
付

債
券

の
機

行
を
許

し
て
み
な

い
精

神

に
戻

っ
て

み
る
ε
謂
は

ね
ば
な
ら

隙
。

加
之
此

方
法

は
射
倖

心

に
訴

へ
て
多

一
費

ら

ん
ε
す

る
も

の
で
あ

る

か
ち
、
消
費
節
約

に
依

っ
て
人
.勘
を
緊

張
せ
し

め
ん
ご

す

る
考

に
も
背
馳

し
て
み

る
だ
謂
は
ね

ば
な
ら

漁
。

第
十
五
巻

(第
五
號

=
二
七
)

七
八

一
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あ

セ

次

に
抽
籤
景

品
付
嚢
萱

方
法

の
第

二
特
質

は
、
抽

籤

前
例

に

て
之
を
見

る
も

、
ダ

イ
ヤ
入

プ

ラ
チ
ナ
指
環

、

も

つ

モ
ゼ

ミ

モ

あ

ヘ

ミ

コ

み

て

ヤ

ヤ

を

ロ

ヨ

ユ

サ

し

も

に
際
し
比
較
的
多
量

の
品
を
買

へ
る
人
を
立
舎
人
ε
し

総
桐
重
箪
笥
、
男
持
純
金
鎖
、
携
帯
用
爲
境
ハ機
、
婦
人

リ

へ

も

や

し

く

ミ

マ

エ

る

ミ

へ

て
招
き
饗
慮
す

る
こ
ε
で
あ
る
。
前
の
例
.に
依

っ
て
見

用
純
金
朋
織
紐
、
旅
行
用
化
粧
具
の
如
き
は
雨
悉
く
是

れ
ば
、
六
国
の
酒
を
買
ふ
小
菅
商
を
新
宮
座

に
招
き
観

れ
奢
侈
品
の
性
質
を
帯
び
て
み
る
物
で
め
る
。
是
等

の

劇
せ
し
め
ん
ε
す
る
の
で
あ
る
。
或
は
抽
籖
の
場
所
を

碧
移
品
は
財
界
不
況
の
今
日
に
於
て
先
づ
第

　
に
節
約

箱
根
ε
す

る
が
め
り
、
或
は
厳
島
ご
す

る
が
あ
る
。
劇

せ
ね
ば
な
ら

繊
物
で
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
、
此
の
如

ヤ

も

カ

ヤ

ら

え

や

で

で

ヘ

ヘ

ヘ

セ

も

ヘ

ロ

ヘ

へ

場

を
借
り
切

り
、
劇

を
演

せ

し
む

る
こ

石
既

に
相
當

に

く
、
奢
侈
品

を
景

品

己
す

る
こ
ε
は
、
正
し
く
消
費
節

コ

や

つ

ヤ

も

も

ギ

ヘ

ヤ

ヒ

も

も

や

へ

り

ヒ

互
額

の
費
用
を
要
す

る
こ
ε
で
あ

る
。
若

し
蓮

方

に
放

駒

の
精
神

に
戻

る
ε
謂

ふ
こ
ε
が
出

來

る
。

行
ず

る
し
至

っ
て
は
更

に
互

額
の
族

費

を
要
す

る
こ

・し

以
上
述

ぶ

る
所

に
依

っ
て
之
を
観

れ
ば
、
抽
籤
景

品

も

み

へ

し

　

ロ

し

へ

も

ヘ

ヤ

も

＼
な

る
。
是
れ
は
全

く
無
駄

の
消

費

で
あ

っ
て
、
所

謂

付
獲

賞
方
法

は
、
第

一
に
護
費
者

の
鞍

業
費

を
高
め

て

ヘ

ヘ

ヘ

ヵ

ヘ

へ

ち

カ

ヤ

ヤ

キ

ャ

ヤ

ぬ

る

み

笛
約
の
精
赫
に
背
馳

し
て
み
る
の
で
あ
る
.
若

し
夫
れ

其
獲
賞
品
の
値
段
を
釣
り
上
げ
て
居
b
、
第
二
に
、
他

其
抽
籤
立
會
人

に
謝
し
て
更
に
副
巌
品
を
配
付
す

る
に

の
品
物
の
溝
費
を
促
し
て
、
其
物
の
値
段
の
下
が
る
を

至
っ
て
は
、
富
籤
的
精
神
を
刺
戟
す
る
詐
り
で
な
く
、

妨
げ
て
居
り
、
第
三

に
、
人
の
射
倖
心

に
訴

へ
て
、
費

無
駄

の
消
費
を
働
ま
す

ご
ε
＼
も
な
る
の
で
あ
る
。
副

る
こ
ε
の
み
考

へ
、
緊
張
氣
分
を
呼
び
起
す

こ
ε
に
反

ロ

景
品

は
第

一
景
品

ε
同
じ
く
商
品
券
を
以

て
之

に
充

つ

劃

し
て
み
る
も

の
ε

い
は
ね
ば
な
ら

沌
。
若

し
此
の
茹

る
も

の
も
あ

る
け
れ
こ
も

、
前

の
例

に
於
て
見

る
が

如

.
き
議
費
方
法

を
抑
制

す

る
こ
ご

、
す

れ
ば

、

一
は
以

て

く
、
商
品
を

以

て
す

る
も

の
も

あ
る
。

商
品
を

以
て

す

麟
業
費

の
減

少

に
依

っ
て
其
品
物

の
贋
を
引

き
下
げ

る

る
場
合

に
は
射
倖
.恥
に
訴

へ
る
が
爲
め

に
自

然

に
高

債

こ
ど
が
出

来
、

一
は

以
て
消
費
節

約

の
實
を
擧

げ
、
延

の
物
を
選

ぶ
こ

ε

、
な

る
。
從

っ
て
奢
侈

品
を
買
ひ

、・

て
亦
諸
物

償

を
引

下
げ

る

こ
ビ
が
曲

乗

や
う

.
抽
籤

景

砦

修
品

の
消
費
を

盛

に
す

る

こ
ご

、
な

る
の
で

あ
る
。

品
竹
叢

費
方

法
は
可
な

り
廣
汎

に
行
は

れ
て
る

る
ご
聞

響
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